
基盤技術の補助金・助成金の採択履歴

1）平成24年度 国土交通省建設技術研究開発助成制度(中小企業タイプ）

2）平成25年度 小規模事業者活性化補助金（経産省）

3）平成26年度 国土交通省建設技術研究開発助成制度(中小企業タイプ）

4）平成27年度 国土交通省建設技術研究開発助成制度(中小企業タイプ）

5）平成25年度補正予算 小規模事業者持続化補助金（経産省）

6）平成26年度 中小企業見本市等出展支援事業補助金(名古屋市）

7）平成28年度 新あいち創造研究開発助成制度（愛知県）

8）平成27年度補正予算 小規模事業者持続化補助金（経産省）

本技術の基盤技術は官公庁から補助金・助成金が支給される優れた技術



現状のネジの緩み点検について

増締め点検・打音点検

①高所作業は危険

②点検に時間が掛かる

③点検しにくい部位の未点検の可能性

合いマーク目視点検

①合いマークが消えると点検不能

②点検は明るい日中しかできない

③遠方からは目視点検は困難

合マーク

合いマークの
目視点検

増締め点検

現状、一般的に行われるネジの緩み点検の課題



現行のネジの緩み点検の課題解決の工法の開発

本技術の開発ポイント

①目視で明瞭に点検できないか？

②多くネジを一気に点検できないか？

③暗所でも点検できないか？

④遠方から点検できないか？

⑤高所の点検が地上や安全な場所からできないか？

⑥未熟練者でも点検できないか？

なるべく手間をかけずに誰でも点検できる手法を開発



現行のネジの緩み点検の課題を解決した工法

ねじに予め特殊な塗装を行い、緩みを紫外線照射により発光
させ検出する “緩みを見える化”できる工法を開発した。

今までにない画期的なネジの緩みの可視化点検方法

①点検は発光を確認すれば良いので点検時間が短縮可能

②点検熟練度に関わらず誰でも点検できる

③紫外線照射できれば点検困難箇所も点検可能

④紫外線照射での発光確認なので、夜間や暗所でも点検可能

⑤双眼鏡や望遠カメラで遠方からでも点検可能で、点検安全性も向上

紫外線照射



ネジの緩み検出塗料(UV硬化塗料)の施工手順

紫外線照射器で下塗り塗料を硬化②

施工完了紫外線照射器で上塗り塗料を硬化④

を塗布

紫外線照射器で塗りムラ

・塗り残しが無いか確認

（塗装できていれば発光）

① A)
下塗り塗料

紫外線照射器で塗りムラ
・塗り残しが無いか確認
(塗装できていれば未発光）

③ B)
を塗布

上塗り塗料

塗料をノズルから
押出し塗布する。
場所により筆を使用

塗装は簡単

ねじ1本の施工が数分で完了する



ネジ緩み点検塗料の開発コンセプト

塗膜の硬化速度：

塗装後、紫外線を照射することで数十秒で硬化

塗膜の重ね塗り時間短縮：

下塗り塗料がＵＶ硬化すれば即座に上塗り塗料の塗装可能

屋外での塗装：

塗膜はＵＶ照射で完全硬化するので天候悪化での問題なし

塗膜の感度向上：

多官能オリゴマー選定により塗膜硬度上昇、感度が向上

以下のコンセプトを満足する優れた塗料が開発できた

ＵＶ照射器：

弊社開発の小型可搬ＵＶ照射器で塗料を硬化できること











大規模プラントへの本技術の適用

厚生労働省は老朽化した生産設備の状況把握に乗り出した。 【日刊工業新聞社 7/24記事より抜粋】
老朽化設備に起因する労働災害を防止する狙いで、鉄鋼、非鉄、石油精製、化学、製紙、セメントなど
の大規模な設備を用いて生産する製造業の設置から30年が経過した設備を対象とする。
老朽化が進み、経年劣化したタンクやパイプ接合部のボルトが緩むことによる内容物の漏えいや火災、
腐食した容器の破損などで工場内に災害発生のリスクが懸念されるとある。

ドローンでの大規模プラント点検

今後、国の施策として大規模プラント内の老朽化した生産設備の定期点検が

義務化の可能性があり、そこに適用すれば、ビジネスチャンスが訪れる



工場内の機械設備への本技術の適用
機械設備に使用される多種多様多数のボルト・ナット点検

生産設備のネジ点検を合マーク点検から、本技術の適用で多種多様なネジの

緩みが瞬時に認識でき飛躍的に点検効率が向上する



ネジに対する本技術の塗料価格

注意）通常塗料販売価格は別途見積もりとします。

スターティングキットとしてＭ6サイズの六角穴付きボルトが200本施工できる
下塗り・上塗り塗料のセットを18,000円（税抜き）でご用意しています。



遠方点検 及び UV塗料硬化用 紫外線照射器


